
【協議事項１】

病床の医療機能の変更を予定している医療機関（キラメキ

テラスヘルスケアホスピタル）に対する意見について

１ 協議内容

病床の医療機能の変更を予定している医療機関については，鹿児島保健医療圏地域

医療構想調整会議の決定（以下のとおり）により，「病床の医療機能の変更に関する

事前連絡票」を提出してもらい，その変更内容について協議することとしている。

２ 病床の医療機能の変更を予定している医療機関の取扱

「回復期又は慢性期」から「高度急性期又は急性期」，「慢性期」から「回復

期」へ病床の医療機能を変更予定の医療機関について，病床数に関わらず，変

更理由等の書面回答を求め，調整会議議長及び病床数が増減する医療機能の専

門部会長に相談の上，疑義の有無に応じて以下により取り扱う。

⑴ 疑義のあるもの：専門部会への出席及び説明を求め，協議する。

⑵ 疑義のないもの：専門部会で書面により協議する。

なお，調整会議議長及び病床数が増減する医療機能の専門部会長のうち一人

でも疑義のある場合，「疑義のあるもの」として取り扱うこととし，該当する

専門部会において協議する。

(第15回鹿児島保健医療圏地域医療構想調整会議改訂)

３ 「病床の医療機能の変更に関する事前連絡票」概要

令和３年３月，キラメキテラスヘルスケアホスピタルから事前連絡票の提出あり。

(令和３年３月１日時点)

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

ｷﾗﾒｷﾃﾗｽｹｱﾎｽﾋﾟﾀﾙ ０ ０ 83 96 179

本木下クリニック ０ ０ ０ 19 19

計 ０ ０ 83 115 198

(令和３年11月１日～)

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

ｷﾗﾒｷﾃﾗｽｹｱﾎｽﾋﾟﾀﾙ ０ ０ 102 96 198

本木下クリニック ０ ０ ０ ０ ０

計 ０ ０ 102 96 198
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４ 専門部会における協議（経緯）

令和３年８月 「病床機能変更予定医療機関」の専門部会への出席及び説明

の要否について，議長，回復期専門部会代表及び慢性期及び

在宅医療専門部会長に相談

→全員「疑義なし」の回答により，各専門部会において書面

協議

令和３年９月 第６回回復期専門部会(書面会議） ※協議結果Ｐ５

＜意見(案)＞

当該医療機関について，慢性期病床(他院から移床)を減少

し，回復期病床を増床することは，鹿児島保健医療圏におい

て不足する回復期機能の充足につながることから，当専門部

会としては「妥当」なものと考える。

＜協議事項に関する賛否＞

意見(案)については，賛成多数で承認 (反対意見あり)

令和３年９月 第５回慢性期及び在宅医療専門部会(書面会議) ※協議結果

Ｐ６

＜意見(案)＞

上記，第６回回復期専門部会意見(案)と同じ

＜協議事項に関する賛否＞

意見(案)については，賛成多数で承認

令和３年９月13日 鹿児島保健医療圏地域医療構想会議専門部会における協議

結果をキラメキテラスヘルスケアホスピタルへ送付

※送付文 Ｐ７

令和３年12月９日 第８回部会長等会議

＜協議結果＞

回復期専門部会，慢性期及び在宅医療専門部会の協議結果

のとおり，鹿児島保健医療圏において不足する回復期機能の

充実に繋がることから妥当とする。
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５ 調整会議意見(案)

専門部会協議結果のとおり，鹿児島保健医療圏において不足する回復期機能の充

実につながることから，妥当とする
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（変更状況について確認後，事務局において加筆・修正しています）

1　開設者・施設情報

２　変更内容

３　許可病床数

キラメキテラス
ヘルスケア
ホスピタル

本木下
クリニック

7床

179床 12床

179床 19床

４　医療機能別の病床数（病棟単位）

医療機能 病床数 医療機能 病床数

慢性期 37床 慢性期 37床

回復期 35床 回復期 48床

回復期 48床 回復期 54床

慢性期 59床 慢性期 59床

回復期 83床 回復期 102床

慢性期 96床 慢性期 96床

本
木
下

ク
リ
ニ
ッ
ク

慢性期 19床 慢性期 0床
本
木
下

ク
リ
ニ
ッ
ク

回復期 83床 回復期 102床

慢性期 115床 慢性期 96床

198床 198床

キ
ラ
メ
キ
テ
ラ
ス

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル小計

合計 合計

計 計

６階病棟 ６階病棟

キ
ラ
メ
キ
テ
ラ
ス

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル 小計

３階病棟 ３階病棟

４階病棟 ４階病棟

５階病棟 ５階病棟

合計 198床

変更前（令和３年３月１日時点） 変更後

病棟名 病棟名

療養病床 療養病床 109床

計 合計 198床

一般病床 一般病床 89床

担当者（所属・氏名） 経営企画部・熊迫 －

変更予定日
【変更理由】
・本木下クリニックから慢性期19床を事業譲渡し，キラメキテラスヘルスケアホス
ピタルでは回復期19床として運用予定。
・鹿児島保健医療圏に不足している人工透析に対応できる回復期機能を増床させる
ことにより，回復期ステージに必要な人工透析療法とリハビリテーションを提供す
るため。

令和3年11月1日

変更前（令和２年度病床機能報告） 変更後

キラメキテラス
ヘルスケアホスピタル

電話番号 099‐250‐5600 099-254-9210

FAX番号 099‐250‐5151 099-254-0165

郵便番号 〒890‐0051 〒890-0046 

住所 鹿児島市高麗町43番30号 鹿児島市西田1丁目6番15号

医療機関名 キラメキテラスヘルスケアホスピタル 本木下クリニック

病床の医療機能の変更に関する事前連絡票

開設者名 医療法人玉昌会　理事長　髙田昌実 本木下　亮
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鹿児島保健医療圏地域医療構想調整会議

「第６回回復期専門部会」（書面開催）開催結果

協議事項「病床の医療機能を変更を予定している医療機関（キラメキテラスヘル

スケアホスピタル）について」

＜意見（案）＞

当該医療機関について，慢性期病床（他院から移床）を減少し，回復期病床

を増床することは，鹿児島保健医療圏において不足する回復期機能の充足に繋

がることから，当専門部会として「妥当」なものと考える。

＜協議事項に関する賛否（意見提出委員７名）＞

賛成５名 反対２名 未回答０名

意見（案）については，賛成多数で承認

＜反対意見（抜粋）＞

・ ある医療機関が現時点で急性期に見合う医療が提供できていないのであれ

ば，実情に合わせて回復期への転換を図るべきである。過剰な高度急性期及

び急性期病床数が適正化されることにも繋がり，今後も一層推進すべきであ

る。

一方で，慢性期機能の場合，回復期へ転換することは，不足を満たすとは

いえ，より診療密度を高め転換することになる。地域の過剰な医療体制を適

正化することが目的の地域医療構想に資するものではなく認めるべきではな

い。過剰な慢性期機能は介護医療院などへの転換を図るべきである。

・ 休棟している（機能していない）病床をもらい，増やして定量化での回復

期病床に寄与するのか。

※ 当該医療機関に対し，文書で通知する。
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鹿児島保健医療圏地域医療構想調整会議

「第５回慢性期及び在宅医療専門部会」（書面開催）開催結果

協議事項「病床の医療機能を変更を予定している医療機関（キラメキテラスヘル

スケアホスピタル）について」

＜意見（案）＞

当該医療機関について，慢性期病床（他院から移床）を減少し，回復期病床

を増床することは，鹿児島保健医療圏において不足する回復期機能の充足に繋

がることから，当専門部会として「妥当」なものと考える。

＜協議事項に関する賛否（意見提出委員11名）＞

賛成11名 反対０名 未回答０名

意見（案）については，賛成多数で承認

※ 当該医療機関に対し，文書で通知する。
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令和３年９月13日

キラメキテラスヘルスケアホスピタル 院長 様

鹿児島保健医療圏地域医療構想調整会議

回復期専門部会代表

慢性期及び在宅医療専門部会長

鹿児島保健医療圏地域医療構想調整会議「第６回回復期専門部会」

「第５回慢性期及び在宅医療専門部会」の協議結果について（御連絡）

地域医療構想の推進につきましては，日頃から御協力を賜り感謝申し上げます。

さて，先日は病床の医療機能の変更に関する事前連絡票を提出いただき，あり

がとうございました。

回復期専門部会，慢性期及び在宅医療専門部会において，貴院の変更予定内容

について協議しましたので，下記のとおり協議結果をお知らせします。

また，回復期専門部会委員から意見がありましたので申し添えます。

記

当該医療機関について，慢性期病床（他院から移床）を減少し，回復期病

床を増床することは，鹿児島保健医療圏において不足する回復期機能の充足

に繋がることから，当専門部会として「妥当」なものと考える。

（回復期専門部会委員からの意見）

・ ある医療機関が現時点で急性期に見合う医療が提供できていないので

あれば，実情に合わせて回復期への転換を図るべきである。過剰な高度

急性期及び急性期病床数が適正化されることにも繋がり，今後も一層推

進すべきである。

一方で，慢性期機能の場合，回復期へ転換することは，不足を満たす

とはいえ，より診療密度を高め転換することになる。地域の過剰な医療

体制を適正化することが目的の地域医療構想に資するものではなく認め

るべきではない。過剰な慢性期機能は介護医療院などへの転換を図るべ

きである。

・ 休棟している（機能していない）病床をもらい，増やして定量化での

回復期病床に寄与するのか。

＜事務局＞

〒899-2501 日置市伊集院町下谷口1960-1

鹿児島地域振興局保健福祉環境部（伊集院保健所）

健康企画課企画管理係 担当 椛山，笹原

電話：099-273-2332 FAX ：099-272-5674

Email：kago-kenko-kikaku@pref.kagoshima.lg.jp
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